
【第３回会議　資料１】

防府市の人口等の状況

１．人口の推移
　人口は近年減少傾向にあり、平成５２年には１００，０００人を下回る見込みです。

年齢３区分別の増減率をみると、平成５２年には１５歳未満、１５～６４歳が平成２２

年の７０％程度に減少するのに比べて、６５歳以上の人口は約１１７％に増加します。

H22年 H27年 H32年 H37年 H42年 H47年 H52年
65歳以上 29,585 33,894 35,602 35,456 34,664 33,995 34,546
15～64歳 71,252 66,072 62,899 60,975 59,127 56,434 52,142
15歳未満 15,774 15,177 14,168 13,037 12,082 11,537 11,149
総数 116,611 115,143 112,669 109,468 105,873 101,966 97,837

（参考　平成２２年を１００とした場合の人口増減率）
平成2２年 平成２７年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年

1５歳未満 100 96.2 89.8 82.6 76.6 73.1 70.7

15～64歳 100 92.7 88.3 85.6 83.0 79.2 73.2

65歳以上 100 114.6 120.3 119.8 117.2 114.9 116.8

総数 100 98.7 96.6 93.9 90.8 87.4 83.9

２．年齢３区分別人口構成比の推移
　年齢３区分別人口構成比の推移をみると、１５歳未満と１５～６４歳の割合が減少する

一方、６５歳以上の割合は増加傾向にあり、少子高齢化が進んでいくことがわかります。

平成４７年には６５歳以上人口の割合（高齢化率）が３３％を超えており、３人に１人が

高齢者という超高齢社会に突入しています。

年齢別割合 H52年 H47年 H42年 H37年 H32年 H27年 H22年
15歳未満 11.4 11.3 11.4 11.9 12.6 13.2 13.5
15～64歳 53.3 55.3 55.8 55.7 55.8 57.4 61.1
65歳以上 35.3 33.3 32.7 32.4 31.6 29.4 25.4

【出典】「日本の地域別将来推計人口」（平成２５（２０１３）年３月推計）
             　（国立社会保障・人口問題研究所）
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防府市財政収支見通し

１．歳入の推計
　歳入については、中期的には国の経済政策などの影響により、市の歳入の根幹である市税

収入は緩やかに増加していくものと見込まれますが、長期的には、生産年齢人口の減少に伴

う個人市民税の減収や、地価の下落・評価替えの影響による固定資産税の減収など、市税全
体では減少傾向に転化して行くことが見込まれます。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度
地方税 15,445 15,878 15,646 15,754 15,895 15,752

地方譲与税 380 382 384 386 388 390
各種交付金 1,520 1,542 1,565 1,588 1,611 1,635
地方交付税 4,100 3,830 3,850 3,760 3,660 3,740
国・県支出金 9,075 8,227 8,300 7,911 7,902 7,844

地方債 5,475 4,514 4,383 3,589 3,721 3,500
その他収入 4,133 2,488 2,842 2,479 2,479 2,519

40,128 36,861 36,970 35,467 35,656 35,380

２．歳出の推計
　歳出では、学校施設の耐震化経費や老朽化が進む既存の公共施設の立替・改修費、また、

社会保障関連経費の自然増など、大幅な経費の増加が見込まれます。また、これまで実施

してきた大型事業に係る地方債や臨時財政対策債の償還が本格的に始まり公債費が大幅に

増加するため、非常に厳しい財政状況が続くものと予想されます。
　※下図には学校施設以外の一般公共施設の耐震化にかかる事業費は反映されていません。

Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度
人件費 7,217 6,631 6,759 6,402 6,538 6,506
扶助費 9,158 9,219 9,288 9,358 9,431 9,504
公債費 3,932 3,931 3,869 4,043 4,326 4,292
投資的経費 6,890 5,297 4,871 3,120 3,275 2,523
その他経費 12,931 13,105 13,207 13,438 13,072 13,139
義務的経費 50.6 51.8 52.4 54.5 55.4 56.5

40,128 38,183 37,994 36,361 36,642 35,964

【出典】防府市中期財政計画（平成26年度～平成30年度）
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３．今後の財政運営

　国の「社会保障・税一体改革」は、消費税引き上げによる財源確保は決定されたものの、

社会保障制度改革の地方税制への影響に関しては不明な点が多いことから、今後の動向を注

視していく必要がありますが、高齢化社会の進行は構造的な要因として財政運営に影響を及

ぼし続けることから厳しい状況が想定されます。

　これに対応するため、市税等の収納対策強化や受益者負担の適正化、市有財産の貸付・処

分等の有効活用などにより必要な財源の確保を図るとともに、公益性や効率性、時代の要請

に対する即応性など行政経営の観点から、全ての事業について原点から検証を行い、結果に

よっては事業等の廃止や大胆な見直しや戦略的な事業の創出により歳出の重点化・効率化を

進めていきます。
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